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オープンデータとビジネス
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気象情報を活用した保険ビジネス（事例） 環境情報を活用したビジネス（期待）

http://www.getc.co.jp/

The Climate Corporationは、 National Weather Service
（NWS＝国立気象サービス）がリアルタイムに提供す
る地域ごとの気象データや、農務省が提供する過去60
年の2平方マイル単位での収穫量や土壌情報（ともに無

償で公表）などを活用して、地域や作物ごとの収穫被
害発生確率を独自技術で予測し、保険料を定める農家
及び農作物専門のインターネット保険会社です。

http://www.climate.com/

地圏環境テクノロジー社では、地質データ、気象データなどを
組み合わせて、水循環モデルを用いたコンサルテーションを
行っている。（ 計測困難な地下の状態を明らかにし，解析精度

を向上することで、水問題（農業・漁業・土地立地・防災な
ど）に役立てています。（但し、国内ではデータ公開の課題が
ある）



政府の取り組みへの期待（DATAMETI構想の場合）
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地質柱状図衛星画像

統計情報

○機械判読できる品質表示

○事業所統計については、各個
票について、「法務省法人登記
情報」とリンクできないか
○地方公共団体コード（総務
省）とリンクできないか

観測情報

○独立行政法人や公益企業が収
集する観測情報（電力など）

オープン・バイ・
デフォルトWeb

・統一された約款
・機械可読できる著作
権処理ラベル など

利用

・利用成果の公表
・コンテスト成果の公
表（アルゴリズム、
ツールなど）

コンテスト

人材育成
（データ・キャンプによるア
グリゲーターの育成など）

新たな利用者の
発生

定量評価
・経済効果
・効率化 など

『強靭な国土』を創る
のであれば、シームレ
スな地質データ必須で
はないか？
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期待していること

収集した情報の解析に必要なスキルや、人材は、事業者の中でも不足しています。そのため、信頼関係に基づくデータ保有
者と分析者間の仕組みを提供することや、その役割を担うことなどに期待があります。

事業者

消費者

データ預託

事業者

消費者

◎第三者的公的機関
によるセキュアな解
析・分析サービス
◎安全な加工サービ
スなど

解析結果

解析結果

事業者

消費者

事業者

消費者

ライセンス
供与

解
析

解
析

◎機械判読可能な
公共データ等の提供
◎分析ツールの提供
◎セキュリティ基準
やガイドランの提供
◎人材育成の推進

サービス高度
化

新商品提供

サービス高度化
新商品提供

【ケース１（預託方式）】 【ケース２（自律方式）】

機械判読可能
な公共データ
など（※１）

解
析

機械判読可能
な公共データ
など（※１）

（※１）自治体からデータを預かり、機械判読可能な形式にすることも想定できる。


